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日本バプテスト シオン山教会 

 

〒803-0846 北九州市小倉北区下到津２－１５－２１ 

 

℡:093-561-0772 Fax：093-561-0760 
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HP-address: https://bapzion.com 

 

 

    教会創立１０３周年 
 

週  報 
2025 年 8 月 17 日 5355 週 

 

 【 今年度のテーマ・聖句 】 
「共に喜ぶ」 

―ハレルヤ わたしの魂よ主を讃美せよ― 

わたしたちの一つの体は多くの部分から成り

立っています。すべての部分が同じ働きをし

ていないように、わたしたちも数は多いがキ

リストに結ばれて一つの体を形づくってお

り、各自は互いに部分なのです。 （ローマの

信徒への手紙 12章 4～5節） 

 

巻 

頭 

言 
 
 
 
 

牧
師 

加
藤
英
治 

 

私
に
影
響
を
与
え
て
く
れ
た
本
⑨ 

ア
ル
ノ
・グ
リ
ュ
ー
ン
『
私
は
戦
争
の
な
い
世
界
を
望
む
』 

（ヨ
ベ
ル
、
２
０
１
３
年
） 

 
 

八
月
は
、
特
に
平
和
に
つ
い
て
共
に
聞
き
、
共
に
祈
る
時
で
す
。
で
も
、「
平
和
の
た

め
に
で
き
る
こ
と
は
あ
ま
り
な
い
」
と
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で
あ
っ
て
も
、
考
え
て
し
ま
い
が

ち
で
す
。
そ
ん
な
思
い
込
み
を
、
こ
の
本
は
打
ち
破
っ
て
く
れ
ま
す
。
グ
リ
ュ
ー
ン
は
、

ド
イ
ツ
で
生
ま
れ
ア
メ
リ
カ
に
移
住
し
た
精
神
分
析
医
で
す
。
彼
は「
戦
争
を
引
き
起

こ
す
の
は
人
間
で
あ
る
」
と
言
い
ま
す
。「
戦
争
の
原
因
は
、
通
常
、
政
治
的
、
経
済

的
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
な
視
点
か
ら
考
察
さ
れ
る
。
し
か
し
戦
争
は
、
人
間
の
問
題
に

ほ
か
な
ら
な
い
。
戦
争
を
引
き
起
こ
し
、
他
者
を
殺
す
の
は
常
に『
人
間
』
で
あ
る
。
」

つ
ま
り
、
ど
ん
な
人
間
と
し
て
育
て
ら
れ
、
ど
ん
な
人
間
と
な
っ
て
い
く
か
が
大
切
な

の
で
す
。
現
代
で
は
多
く
の
場
合
、
こ
の
よ
う
に
子
ど
も
が
育
て
ら
れ
ま
す
。「
子
ど
も

が
無
意
識
に『
所
有
物
』
と
し
て
扱
わ
れ
る
な
ら
、
そ
の
子
ど
も
自
身
の
独
自
な
存
在

は
、
常
に
抑
圧
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。―

―
―

自
立
し
て
の
び
の
び
生
き
ら
れ
る
よ
う

に
と
子
ど
も
を
愛
す
る
の
で
は
な
く
、
両
親
の
要
求
に
応
じ
る
よ
う
に
と
仕
向
け
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
子
ど
も
を
愛
す
る
。
」
そ
の
よ
う
な
子
ど
も
は
や
が
て
、
戦
争
を
支
持

し
、
戦
争
に
協
力
し
、
戦
争
に
出
か
け
て
行
く
大
人
に
な
っ
て
し
ま
う
と
、
グ
リ
ュ
ー
ン

は
語
る
の
で
す
。 

 

で
は
、
違
う
人
間
の
育
ち
方
、
生
き
方
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。「
『
自
分
自
身
と
し

て
あ
り
の
ま
ま
に
存
在
す
る
こ
と
』
を
基
礎
に
置
く
ほ
ん
と
う
の
強
さ
は
、
子
ど
も
の

頃
に
苦
し
い
体
験
を
し
た
際
、
愛
情
に
満
ち
た
人
に
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
成
長
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
よ
う
に
共
感
し
、
思
い
や
り
の
あ
る
態
度
で

共
に
生
き
る
人
が
い
て
、
支
え
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
、
子
ど
も
は
自
分
自
身
の

苦
し
み
を
体
験
で
き―

―
―

『
殺
さ
な
く
て
よ
い
』
と
い
う
生
き
方
が
で
き
る
の
で
あ

る
。
」「
世
界
を
暴
力
や
テ
ロ
か
ら
救
う
こ
と
が
で
き
る
の
は―

―
―

『
他
者
』
と
共
感

す
る
こ
と
、
つ
ま
り『
侮
辱
や
屈
辱
や
暴
力
の
経
験
か
ら
く
る
他
者
の
苦
し
み
』
に
共

感
す
る
こ
と
だ
け
が
、
独
裁
者
の
登
場
と
戦
争
の
勃
発
を
、
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
の
で

あ
る
。
」「
共
感
し
合
い
、
共
に
生
き
る
」
、
こ
れ
こ
そ
、
私
た
ち
教
会
に
で
き
る
こ
と
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。「
喜
ぶ
者
と
共
に
喜
び
、
泣
く
者
と
共
に
泣
き
な
さ
い
。
」 

 

https://bapzion.com/


                      
 
                          
 
 
 
 
 

  
 
 

 
 
 
    

                          

 

 

 

 

 
  
 
 
 

 
 
 
 
 
 
                                                                                   
 
 
 
 

◎今週の集会(８月１７日～８月２３日) 

 

＜聖書＞ 申命記３０：１～４ 

           １１～２０ 

２０日(水) 祈祷会Ⅰ １０：３０ 

(奨励：加藤英治牧師) 

 ２０日(水) 祈祷会Ⅱ  １９：３０ 

  (奨励：加藤英治牧師)  

  

 

 

  
◆ 主日礼拝    午前 10 時 30 分 
 

司会 山下一惠執事 

奏楽 田中由紀子姉 

 

前  奏  

招  詞  マルコ１２：２９～３１ 

頌  栄  ６６７(聖なるかな聖なるかな)             

主の祈り   (新生讃美歌の扉を参照)」 

交  読  「平和宣言」第 2週 

讃  美  ９１(恵みのひかりは) 

聖  書  申命記 １０：１２～２２ 

(新共同訳 旧 297ｐ 口語訳 旧 261ｐ) 

祈  祷 

子どもメッセージ        加藤英治牧師 

讃  美 ４０(わが喜び わが望み)   聖歌隊 

宣  教 「 神はわれらの幸いを求められる！」  

加藤英治牧師 

祈  祷 

讃  美  １０２(罪にみてる世界)  

献  金          祈り：船津丸泰姉  

                 (受付当番) 

頌  栄  ６７４(父 み子 聖霊の)    

祝  祷            加藤英治牧師 

後  奏  

報  告 

 

◎今月の聖句 

「「平和を実現する人々は、幸いである、
その人たちは神の子と呼ばれる。義のた
めに迫害される人々は、幸いである、天の
国はその人たちのものである」 
（マタイによる福音書 

５章９～１０節）            

 

今月の当番役員 

 酒井光子 安武由美子 

 

 本日の集会 

教会学校   
 

 

 

 

 

主日礼拝の当番 

受付：船津丸泰 田中登美子  

   酒井光子(当番役員) 

お花：庄司まり子 

 
聖歌隊練習・会堂清掃 
        11：50～12：05 
昼食      12：10～12：40 
クリスマス実行委員会 

      12：40～13：40 
執事会     13：40～15：40 

今週の聖書日課と祈り        

１７日(日) 申命記１０：１２～２２ 千葉敦子    

１８日(月) ネヘミヤ １：５      中村響子 

１９日(火) 詩編 １１８：５～９    畑間節子 

２０日(水) ローマ １２：１３    林田佳代子 

２１日(木) イザヤ ５７：１６～１９ 林田義勝 

２２日(金) 詩編 ９５：７       廣津陽子 

２３日(土) ローマ ９：６～８    廣津 丈 

 

 
 
 
 
 

 

幼小科  

１０：３０～１１：４０ 

中高科、青年・成人科 

９：３０～１０：１５ 


